
産学連携の好事例にふれて、

大学と企業がつながる！

産学連携
アイデア会議
２０２５

トークゲスト

「商品開発をきっかけとした産学連携」

株式会社麓 取締役

松本 均氏  新潟薬科大学 応用生命科学部 教授

「三方良し、 皆が幸せな産学連携を目指して」　大澤 容佳氏

瀧澤 武士氏 

長岡高専 コーディネーター

「産学連携で中山間地域にキラッと光る種火を」
〜商品開発までの経過と、 今後の持続可能な取り組みに向けて〜

2025 年 9 月 9 日 （火）　15 ： 00 〜 19 ： 15 （14 ： 45 開場）

三条市立大学　S319 講義室　（新潟県三条市上須頃 5002-5）

日時

会場

2025 年 9 月 2 日 （火）　15 ： 00 〜 19 ： 15 （14 ： 45 開場）

アオーレ長岡　市民交流ホールＤ（新潟県長岡市大手通 1 丁目 4 番地 10）

日時

会場

大学関係者の皆さま

・ 専門知を社会に還元したい教員や URA

・ 産学連携担当者の皆さま

・ 身近な事例から産学連携促進のヒントを

　得たい方

企業の皆さま

・ 産学連携に関心がある方

・ 大学関係者との交流を深めたい方

こんな皆さんにおすすめします！

長岡会場

▶新潟薬科大学　　株式会社麓の連携事例

▶長岡高専の連携事例

トークゲスト

「おいしさ DX 共創イノベーションプロジェクト

の取り組みについて」

株式会社メビウス

ビジネスイノベーション本部 DX コンサル部 部長

勝見 一生氏  
新潟大学社会連携推進機構地域協働部門

准教授 / 社会インパクトマネージャー

「三条市立大学が目指す地域の発展と産学連携実習」田代 昌彦氏

林 雅人氏 

三条市立大学

産学連携実習委員長

「産学官連携のビジョン共有の重要性と WIN-WIN の関係構築」

三条会場

▶新潟大学　　株式会社メビウスの連携事例

▶三条市立大学の連携事例

進行
国際大学 GLOCOM 研究員 /

講師　伊藤 将人

参加申し込み方法 ・ プログラム詳細は裏面をご覧ください

長岡 9/2( 火 )

三条 9/ 9( 火 )

開催 〔無料〕



プログラムの概要

ngt010210@pref.niigata.lg.jp

025-280-5267 （担当：曽我）

メールで

お問い合わせはこちらから：

お電話で

�������� ��������

新潟県 産学連携コーディネーター設置促進事業

主催：新潟県 総務部 大学・私学振興課

〒 950-8570 新潟県新潟市中央区新光町４－１

申込み方法

参加希望の方は、 Web サイトからお申込みください。

ご不明な点がある方は、 お気軽にお問い合わせください。

新潟県では、 「知の拠点」 である県内大学の活躍を促進し、 県内外の企業や地域の課題解決 ・ 人づくりを進めるため、 産学連携の機

運醸成を図る産学連携コーディネーター設置促進事業を推進しています。

この度、長岡エリアと燕三条エリアの大学と企業のつながりづくりを目指すワークショップを開催します。産学連携の好事例に触れながら、

産学連携の推進に向けた課題とその解決について考えます。参加者同士の交流会もあります。産学の連携先をお探しの大学・企業の皆さ

まのご参加をお待ちしております。

新潟県ホームページ

産学連携アイデア会議2025
申込みフォーム

＊ 希望する参加回をお選びいただけます。 両日参加も歓迎いたします。

＊ QR コードから申込みフォームにアクセスし、 氏名 ・ 所属 ・ 連絡先など必要事項を記入のうえ送信してください。

＊ 参加申込者が多数の際は、 抽選となる場合があります。

長岡 8/29  

三条 9/5

申込締切

参加お申し込み QR コード

交流会

プログラム （各回共通）

ワークショップの目的説明 ・ アイスブレイク

各参加者による自己紹介 ・ 名刺交換

インプットトーク ： 新潟県内産学連携の取組み事例紹介

グループディスカッション ・ トークゲストとの質疑 ・ 応答

まとめ ・ クロージング

15:00

15:15

16:05

16:55

18:05

19:15
終了

企業参加者の声

普段接点のない大学と協働への

ハードルが下がった。

新たな技術や社会動向を知る

人材育成の機会になった

大学参加者の声

多様な企業と出会い、 今後の

連携への可能性を感じた。

産学連携が目指すべき方向を

リアルに知ることができた。

※交流会(会費制)への参加は任意です。

　当日、会場にて1,000円をお支払いいただきます。

　（現金のご用意をお願いいたします。）

多様な企業と出会い、 今後の連携への可能性を感じた。

産学連携が目指すべき方向をリアルに知ることができた。


